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ハムシ科Chrysomelidae) の系統的位置

鈴 木 邦 雄

ソウムシ類の分類の大家と して知られている
ニュ ージーランドのG. KuscHEL博士は,  1990年,
B. M. MAY t専士との共者論文の中で,  ハムシ科の
亜科'  としてPalophaginaeを創設した [Pa1o-

phaginae, a new subfamily for leaf-beetles, feed-
ing a s adul t and
lar va on A raucar ian
pol len i n A us tra lia
(Coleoptera: Mega1o-
podidae). Inυertebr.
Taxon.. 3: 697-719].
この新亜科の提唱は,
現在多くの研究者が受
容しているハムシ科の
大分類体系に大きな影
響を与えるものであ
る. また,  この科の上
級分類群の系統関係を
考察する上でも重大な
できごとであるので,
最近の動向を紹介しな
がら,  この新 '亜科'
の扱いについて, 私見
を披推しておきたい.
まず, 1988 年 7 月,
カ ナ ダのウ' ァ ンク ー
バ ーで第18 回国際.昆
虫学会議が開かれた際
の個人的体験について
触れることをお許しい
ただきたい. 同会議の
析に, 第2 回国際ハム
シ科シンポジウムが開
かれ, 私も講演発表し
た. その会場に, KuscHEL博上が顔を出され, 個人
的に議論する機会を持つことができた. 実は, Pa1o-
phaginaeについても,   その時に博士から直接伺っ
ていたのである. それまで博士とは面識も文通をし
たこ ともなかっ た. ただ, そのシンポジウムの前日
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新
'

亜科' Palophaginae (鞘1翅目Coleoptera,

にKuscHEL博士がリーダーを務められたゾウムシ
科のラウンド・ テーブルがあり, それを覗いていた
ので, 九州大学農学部の森本 桂博士とかなり激し
い議論のやりとりをしておられたのを日のあたりに
していた. また, アメリカの T. N. SEENo博士から,

博一上が私の後 翅脈相
に関する研究に興味を
持たれているとの話は
何っていたので, 機会

・   があれば直接お話をし
. たいとは思っていた.

ハムシ科のシンポジウ
ムは 2 日間行なわれ

図1.  a. Pa1ophagusbunyae KuscHEL,1990.  ホ ロ タ イ プ ((11'');
b. Cucuj、opsis setifer CRowsoN. 1946.  [いずれもKuSCHEL
& MAY(1990) より] スケールはいずれも 1 mm.

たが, その最初の口の
午前の講演が終わった
直後にKuscHEL博士
の方から声をかけて下
さ っ た. ソ'ウムシ科の
ラウンド・テーブルの
過熱した状況' を '見
学'  した直後であった
ので, 少々逃げだした
い気持にもなったが,
そうもいかず,  ともか
くH更を括ってお供し
た. 会場内のカフェテ
リアで, それから 2 時
間, ハムシ科の上級分
類群の系統関係をめ
ぐって議論をすること
ができた.  それは, 私
にとっては非常に緊張
した,  しかし愉快なひ
とときであった.

博士は, 最近ハムシ科の新 '亜科' を発見したこ
と, 若令期の生活史も既に調べ済みだということな
どを話してくださった. 私が新 '亜科' の名称を伺
うと, 「まだ内緒なのだが, には教えておいてあげ
よう」 と言われて, 'Palophaginae' の名もその時メ
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モして Fさった.  成虫も幼虫もナンヨウスギArau-
cartaの花粉を食うことからこの名称にしたのだと
言われた. 私は, 内部生殖器官系や後翅翅脈相に関
する私自身の研究結果から, 私のハムシ科多系統起
原説について, なぜそのように考えるのかを各亜科
について具体的に説明するように心がけながらお話
をした. 博 tは, ハムシ科の上級分類群間の系統関
係について並々 ならぬ関心を懐いておられ, 私の話
にもずいぶんよく耳を傾けて下さった.   「君は Dr.
MoRIMoTo のように具体的なデータをたく さん
持っている」 と森本先生を引き合いに出されたのに
は恐縮したが,  ともかく 博士は非常に率直な人で
あった. ちょうどフランスのP.JoL1vET先生らが編
集された『Biology of Chrysomel idae』 に書いた内
部生殖器官系の比較形態の論文 [SUZUKI, K. 1988.
Comparative morphology of the internal repro-
ductive system of the Chrysomelidae. In JoLIvET,
P et al. (eds ) Biology of Chrysomel idae (xxiv+
615 pp): 317-355. Ktt‘ωor Acad. Pub1., Dordrecht/
Boston/London] が出たばかりであったので,  帰国
後すぐにその別刷をお送りした. 博士の方も, その
後印刷公表されたPalophaginaeの論文の別刷を
送って下さったが, 添えられた手紙には,  ごく最近
この群を南米チリでも発見されたということが書か
れてあった. やはりナンヨウスギから幼虫を得られ
たとのことである.
さて, このPa1ophaginaeをめぐって, 分類学上
互いに関連しあう 2 つの問題があると考える. まず
第一に,  この辞を新 '亜科'  として扱うことが妥当
であるかどうかということ, 第二に,  この群とハム
シ上科の他の群との系統関係はどうかということ,
である.

1. KuscHEL博 t は, カミキリムシ, ハムシおよ
びマメ ソ ウムシの 3 つの '科' から構成されるとす
るハムシ上科の一般に受容されている大分類体系を
認めておられない. 一般に受容されている分類体系
ではハムシ科には19 の '亜科' が認められている.
しかし, KuscHEL博士は, この新 '亜科' を, カタ
ビロハムシ亜科Megalopodinaeとモモブトハムシ
亜科Zeugophorinaeから構成される 'カ タビロハ
ムシ科Megalopodidae'  の構成員として創設され
たのである. 実は,  力タビロハムシ十モモブトハム
シがハムシ科の他の亜科群とは異なる系統群に属す
るという説は,   1988 年に物故された中国のハムシ
科の分類の大家 S. H. CHEN博上をはじめ,  数人の
研究者が主張してきたものである. [CHEN博士のハ
ムシ科の大分類体系については, 私の最近の論考を
参照されたい; 鈴木, 1992. S. H. CHEN (陳世験) 博

t (1905-1988) のハムシ科の大分類一上級分類群
のランキングの任意性一. 甲虫ニュース, (100):31-
36.]. かくいう私も, 1974 年以来, ハムシ科がカミ
キリムシ・ マメソ'ウムシの両辞との関係において多
系統の群であるとの説を提唱してきた. 特に力タビ
ロハムシ・ モモブトハムシの2 群は, 系統的に重要
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とみなされるいく つかの形質において本質的な差異
がなく,  しかもハムシ科の他のいずれの群とも直接
的な系統関係を持たず, むしろフトカミキリ亜科の
一部と密接な関係を持つ可能性が高い,  というのが
私の説である.  また, 最近, ドイツの M. SCHMITT
博士は, 摩擦発音器stridulatory organ (正確には
中胸小盾板一前胸摩擦発音器 mesoscuto-pronota1
stridulatory organ) の存在を根拠として, 私と基
本的に同じ見解を述べている (1992. The position
of Megalopodinae and Zeugophorinae in a phylo-
genetic system of the Chrysome1oidea (Coleo-
ptera). Proc. XIX lnternat. Congr. Entomo1., Bei-
j ing, China. Abstr p. 17). Pa]ophaginaeは,  モモ
ブトハムシ・ カタビロハムシ両群と共に,  この摩擦
発音器を備えており,  この点で力ミキリムシ類と共
通していると共に, ハムシ科の他の群と異なるとい
うわけである.
さて, KuscHEL博士らの論文においては, この論
文で創設されたPatophagus属 (図 Ia) と共に, イ
キ [リスの R.  A CRowsoN 博士が1946 年の論文に
おいて創設されたC fopsls属 (図1 b) がこの新
亜科' の構成員とされている. このCucujopsisは,
同じ論文でCRowsoN博士が記載されたオース ト ラ
リア Queensland産のsetifierただ1 種を模式種と
して創設されたが, 長くナガハムシ亜科0rsodac-
ninaeに所属させられていた.  このCucu:1opsisに
ついては, 私も最近,  ロンドンの自然史博物館所蔵
のsetiferの正模式標本 ( オス)  を調べる機会があ
り, その後翅翅脈相と生殖器官系の形態から, ナガ
ハムシ亜科からモモブトハムシ亜科に移されるべき
であるとの結論を得ていたのである.  したがって,
この点に関しては,   私はKuscHEL博士の説に資成
である.  ただ, 問題は,  このPa1ophaginaeが独立
の亜科とみなされるべき存在であるかどうかという
点である. 私は, 残念ながら, このPatel;hagus属に
ついては直接調べる機会を得ていない.  しかし,
KuscHEL博士らの論文中の図や記載を検討し, 次
のような結論を得た.  すなわち, Pa1ophagus と
Cucujopsisは, 後翅翅脈相が, 基本的な特徴におい
てまったく異なっている.   前者はCu1b脈が独自に
2Cucを形成するが,  後者は2Cucを形成せず,  翅
脈相はナガハムシ亜科の基本脈相にほとんど一致し
ている [後翅翅脈相についてはSnodgrass方式を
基礎とした筆者の命名法による. 詳しくは, 私の最
近の概説を参照されたい; 鈴木, ハムシ科 (拍翅目,
ハムシ上科)  の後趨翅脈相 (1) & (2). 虫と自然
(ニューサイエンス社,  東京), 27(9): 9-16; 27(10):
26-34)]. オスの生殖器官系はモモブトハムシ亜科
とほぼ一致した特徴を持っている.  ここで私が述べ
ている特徴は,  いずれもハムシ科の全ての f l科につ
いて全体的に検討した結果に基づく亜科レベルのそ
れである. 私は, このPa1ophaginaeは, 新 '亜科'
として扱うことは可能であるが, 分類上の処置とし
てはむしろモモブトハムシ亜科の1 群としておく
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方が良いと考える.  これは, 分類群のランキングに
係わる問題であり, 現行のリンネ式階層分類法に従
う以上, 上級分類群の数はあまり増やすべきでない
との要請を満たすことにもなる. 私の体系 [SUZUKI
(l988) を参照されたい] では, モモブトハムシ・ カ
タビロハムシは, 私のいうカタビロハムシ亜科のそ
れぞれ族として扱っている.
なお, KuscHEL博士を初め, J. F. LAWRENCE, C.

REID両博士ら,  オーストラリアやニュージーラン
ドのハムシ上科の研究者は,  カタビロハムシ+モモ
ブトハムシを独立の科または亜科として扱う傾向が
強いようである. 私は, 1992 年, 中国北京市で行な
われた第19 回国際昆虫学会議の折,  中国科学院動
物研究所に収蔵されているハムシ科の標本を調べる
機会を得たが,  カタビロハムシは, 前述のCHEN博
i:の見解に従って, 独立の科として扱われていたの
が印象的であった. 最近出版された『湖南森林昆蟲
図鑑』 (湖南省林業 編,  1992. 湖南科学技術出版
社) でも, ハムシ上科の分類はCHEN(1988) の体系
に従って記述されている. なお, JoLIvET博士は, 最
近の手紙の中でPa1ophagusとCucu:1opsisの後翅
翅脈相が大きく異なることから,  この新亜科を認め
るとしても, 後者を含めることには黄成できない旨
繰り返し述べてこられ, 北京でお目にかかった折も
私に盛んにそのことを主張しておられたことを紹介
しておこう.

2.  次に問題となるのは,  このPalophaginaeと
ハムシ科またはハムシ上科の他の亜科または科の系
統的関係である. Palophaginaeがモモブトハム
シ・ カタビロハムシと共に l つの自然群を形成す
るという点については, KuscHEL博士とSCHMITT
博士や私との間に異論はない. 一つの問題は,  もし
もこれら3 群を独立の科として扱うとすると, ハム
シ上科の他の群, つまりカミキリムシ '科' やハム
シ '科' , さらにはマメソウムシ '科' との関係はど
うなるのかということである.  これは, ハムシ上科
の '亜科' や '科' をどのように分類するかという
問題である. 別言すれば, 現在認められている群を
どのようにランキングするかという問題である. 結
論を先に言えば, <順列・ 組合せ> ではないが, 可能
な体系がいろいろ考えられ, 現時点ではそのどれか
を最良のものと判断するのは困難であるということ
になろう. ただ現時点でかなり確度が高く言えるこ
とは,  この上科にカミキリムシ, ハムシ, およびマ
メ ゾウムシという 3 つの '科' を設けるという一般
に広く受容されている体系は,  もはや無理があると
いうことである. もちろん, このこととて, 「分類体
系とはいかにあるべきか」について必ずしも完全な
コンセンサスが得られているとは思われないので,
もしも突っ込んだ議論をしようとすれば, そのへん
まで立ち戻らざるをえない. ハムシ上科は巨大な群
であり, 一人の研究者が, 特定の観点に立ってその
全体を扱うなどということはほとんど不可能に近
く, どうしても材料が限られてしまう. そして, 多
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く の研究者が, 自己の観点に固執しがちであると共
に, 自己の結論に比重を置きがちである.  したがっ
て,  もしも身のある議論をしょうと思えば, 特定の
観点から得られた自己の結論を軸に, 他の研究者の
結論との付け合わせの作業を十分に行なうというよ
りないであろう. そして, 可能性の範囲を具体的に
限定する作業をすべきである. それは, 系統学方法
論の問題である. 幸い, ハムシ上科に関しては, 完
全からはまだまだ程速いであろうが, 昆虫類全体か
らみてもむしろかなり全体にわたって検討された資
料が得られている方であろうと思う.
系統論においては, 比較形態学的研究の結果が
もっとも重要な論拠を与えることが多いが, 着眼し
た形質の如何にかかわらず, 得られた結論が互いに
一致すれば, それにはかなりの信頼を置いてよいで
あろう. 問題は, それらの結論が互いに食い違う場
合である. 系統学の方法論上の諸問題は, 結局この
ような事態をどのように処理するかという問題に集
約されると言っても過言ではないであろう. 「形質
評価の問題」 と称される諸問題は, ほとんどこうし
たレベルの問題に尽きるように私は考えている.
さて, ハムシ上科の場合どうすればよいのだろう
か.  Palophaginaeを独立の亜科と認めるべきか ﾛ、
かは,  この上科における科や亜科のランキングが全
体的にどのようになされているかということと無関
係には論じられない問題である. KuscHEL博士ら
の論文では, この新

'

亜科' が,  'ハムシ科' のどの
群とも直接的な関係を持たず, むしろ 'カミキリム
シ科' に近いということと, 博士らのいう 'カタビ
ロハムシ科' の1 亜科を構成するということ以上の
ことは論じられていない.  ここで, 博士らが言うハ
ムシ科もカ ミキリムシ科も, 一般に受容されている
体系におけるハムシ科・ カミキリムシ科とは内容が
異なることになる点に注意されたい. 博 tらが, ハ
ムシ上科全体をどのように分類すべきであると考え
ておられるのかは,  この論文だけからはよく分から
ない.  最近出版された 『Insects of Australia』
(1991; Ed by CSIRO, Melbourne Uniυ. Press) 中の
甲虫の概説(LAWRENCE,J. F &E. B.BRITTON:C0-
leoptera. II:543-683) から推測すると, t専tらは,
特にこのPalophaginae・ モモブトハムシ・ カタビロ
ハムシをハムシ科から切り離して独立の科とし, 従
来のカミキリムシ科はそのままいじらず,  しかもマ
メソ'ウムシ科はハムシ科の l 亜科とする体系を考
えているように思われる. マメゾウムシ類の系統に
ついても, いろいろと異論があり, 私も自[三の意見
を持っているが, 別の機会に譲りたい.
分類群の認識とそのランキングをめぐって生じる
論理的な問題のいくつかは, 私が折に触れ, またご
く最近にも繰り返し論じてきたが, 種々 の階級レベ
ルで多系統的に構成されている群が多いと考えられ
る甲虫類の分類において,  このことが真剣に論議さ
れることがほとんどないことを造憾に思うものであ
る. KuscHEL博士らによる新 '亜科' Palophaginae
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の提唱は, 少なくとも私にとっては, 以上のような
多くの問題を派生させる '事件' であり,  これを機
に, 特に上級分類群の分類とは何かについて, 種々
の辞において活発な議論が行なわれるようになるこ
とを期待したい. [なお, 分類群のランキングをめぐ
る諸間題については, 私の次の論考を参照された
い: 鈴木,  l973. 単系統と多系統をめぐる諸問題.
Panmixia (?虫分類学若手恐談会会誌),  (1): 5-9;
1976. 現代分類学におけるcladismの位置.  Pan-
mixia, (2): 1-11; l984. リンネ式階層分類と自然分
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類 分類群のランキングと系統分類一.  Panmi:x;Ia.
(6):1-4; 1989. 動物系統学の諸問題一生物系統学基
礎論の試み一.  日本動物学会編現代動物学の課題7
『進化 新しい総合』 (xii+504 pp):403-470; 鈴木,
1992 (前述) の論考].
なお, 上述のように私はPalophaginaeを独立の
亜科とすることには現時点では賛成でないが, 今後
の議論の必要上,  この群を ' ミナミナガハムシ'  と

呼ぶことを提唱しておきたい.
( 富山大学理学部生物学教室)

0訪花性誘引剤で採集した岐阜県で記録の少ない力
ミキリ2種
者らは訪花性話引剤を用いた誘引トラップで,

l岐率県で記録の少ないカミキリムシを採集している
ので報告しておく.
1.   マルバネコブヒゲカ ミキリ RhodoPina in-

tegrtpennis(BATES) (写真1)
1 ex. 岐阜県大野群 川村野々俣, 20-IX-1991 .
ミズナラ林に設置した誘引器で採集した. 本種は
関東以西の太平洋側地域から四国, 九州と比較的l暖
かい地域に分布しているようであるが, 今回採集し
たのは口本海側寄りの標高1000 mの高地帯で, 積
・ の多い寒冷地帯である. 岐阜県では中津川市と美
濃 rfiで記録されているだけである.
2. ヒゲナガヒ メ ルリカ ミキリ aoha a tnmPes

BATES (写真2)
3exs.,  岐阜県美濃市洲原,  14-VI-1990;  2exs.,

21-VI- l990; 3ex.,  28- V I- 1990;  3exs., 5- V I I-
i990;8exs.,12-VII- l990; 8ex., 19-VII-1990; lex.,
26-VII- l990; lex., 2-VIII -1990; 2exs., 9-Vi l l-
i 990; lex., 16-Vm -1990; lex., 23-VIII -1990.
いずれもァラカシ,  スダジイ,  タブノキなどの優
占する照葉樹林で捕獲された.  また,  捕獲期間が6
月~8 月と長期間に及び,  この間の捕獲数が33 頭
にも達したことから, 本種は,訪花性誘引剤によく反

写真 l 写真2

応を示すものと思われる. 岐阜県では本果町で1 頭
捕獲されて以来の記録である.

引用文献

河路掛吾, 1987, 黒井沢高原で採集したカミキリ, 啓盤, 5
(13): 1-7.

野平照雄, 1982, カミキリムシ類. 岐章県のi i !:L、 (岐ll?,1環
境部環境保全,課編) : 445-469.

大塚 1毒,  1983. 岐fat目におけるヒケ'ナガヒメルリカミキ
リの採集例, 月刊むし, (144):35-36.

(岐阜県各務原市, 平野照雄: 岐章県大ll'i市, 大橋
章博)
0ムネァカセンチコガネ, 屋久島に産す
直翅類の調査に屋久島を訪れた際に, ムネァカセ
ン チ コ ガネ Bolbocerosoma 'ugr,oPlagtatum (WA-
TERHOUSE) の西目本型を得たので報告する.   モッ
チョム岳南山趣にある原という集落の神社回廊内の
コンク リート床上で拾った死 で, 転倒して仰向き
になっており, 乾燥程度から死後相当の期間が経過
しているようであった. 神社社殿に電灯はあるが,
長期間点灯された形跡はなく , 電源も通じていな
かったので, 飛期中のものが迷入して, そのまま死
亡したものと考えっれる. 背後の小山は照集樹林に
覆われており, 神社周辺は林床にガガイモが生えた
スギ林とミカン畑である.
本種は種子島かつ 記録されているが, 屋久島から
は未記録であった.

1 f , (西口本型) , 鹿児島県熊毛郡屋久町原益救神
社 alt 60m, 25-viii-1992, 富永 修採集, 大販市
立自然史博物館保管.
文献記録を確認の上, 発表を蘭めていただいた存
澤. i太郎氏に深謝する.  (奈良県生駒郡, 富永 修 )
0ニセアオマルガタミズギワゴミムシ, 丹沢に産す
ニセァオマルガタ ミズギワゴミムシ Bembidion

(Ptataphus) shilenkoυz MORITAは群馬県谷川岳よ
り記載されたもので, 分布は北は青森県八甲田山か
ら, 西は新潟県趣華温泉までであるが, 関東南部の
記録はない. 筆者は丹沢において採集しているの
で,  ここに報告する.

1 3, 神奈川県山北町棚沢, 22-VIII- l992.
同定および種々 御教示いただいた森田誠司氏に厚
く御礼申し上げる.  (神奈川県小田原市, 平野幸彦)

4 -
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リュウキュウヒメカミキリの幼生期に関する知見

武 田

リュウキュウヒ メカ ミキリ Ceresium fuscum
MATsuMURA et MATSUSHITAの寄主植物としては,
タブノキ, モクマオウ, ソウシジュ, アカメガシワ,
リュウキュウマツなどがすでに知られている.  ま
た, その穿孔の仕方については, 小島・ 林(l969) に
「幼虫は一 ( 中略) - 枯木や伐採木の樹皮下を食べて
成長,  また, 材部にも穴をつくる. 老熟幼虫はまず
fL道から樹の外に通じる3 x6 mmの穴をあけてお
いてから, 材の穴の與でさなぎになる. 成虫は先の
穴から外にでる. 」 と記されている. 著者らは, 石垣
島でカラムシ類から, 沖繩本島でニッケイ類から,
それぞれ本種の幼虫を得, 穿孔の仕方などについ
て, 今までに報告されていない若千の知見を観察す
ることができたので,  ここに報告する.
石垣島一カラムシ類の穿孔例 (写真1 )
1 頭, 石垣島川平, 1991 年11 月, 松本裕一採集.
孔の仕方について詳細な観察はできなかった

が, 孔適には組い繊維質の木居がっめられていた.
植物種の特定ができていないが, 現在までに記録の
あるものとはかなりかけはなれた植物種であると考
えたので, 寄主植物の記録として報告する. なお,
同地のカラムシ類にはカタモンビロウドカミキリの
幼虫が多く穿孔しており, 同種の幼虫を採集してい
たときに, 本種の幼虫 l 個体を得ることができた.
なお, 翌春に成虫を羽化させることにより, 本種で
あることを確認した.
沖 本島一=ツケイ類の穿孔例 (写真2 ・ 3)
1 頭, 沖縄本島羽地, 1988 年12 月, 武田・ 松本
採集.

1 頭, 沖組本島・打バンタ,  l989  年 12  月,  松本
採集.
直径1 cm程度の細枝に穿孔,  枝を切り落とし,
落とした方に自らが入っているものを確認した. 採
集時にまだ枝先に枯葉がっいており, かなり新鮮で
孔道には,  カラムシ類の例と同じく, 組い繊維質の
木層がっめられていたが, 小島・ 林(1969) で報じ
られているように, 脱出口を予めつくるという行動
はみられなかった. 輔化を確認したときには,  自ら
が切断した面の方を向いていたことから, 羽化後は

写真1. 室と脱出ロ ( カラムシ類)

雅 志

写真2. 切断された枝の断面 ( ニツケイ類)

写真3. 写真2 のすく'上方でみられた期 (ニツケイ類)
切断面につめられた木屑を押し出して脱出してくる
のであろう. 穿孔の仕方が特異であったので, その
記録として報告する.  ヨコヤマトラカミキリ,  クス
ベニカミキリなどは直径1 cm以下の細い枝を 孔
対象とし,  この例と同様に, 枝を切り落とすことが
多い. 今回, 本種でも同様の行動を確認したが, 本種
の場合には, その穿fL対象は細い枝に限らず, より太
い枝にまでわたり, 太い枝に穿孔した場合には, こ
のような行動はみられない. 細い枝に穿孔するとき
には, 太いものよりもより新鮮であるために, 枝を
枯らす必要があり, このような行動をとる必要があ
るのではないかと推察される. なお, 翌春に成 を羽
化させることにより, 本種であることを確認した.
本種は, 幼生期にはきわめて雑食性で寄主植物が
多岐にわたり,  また, 穿孔対象も細い枝から太いも
のにまで及ぶなど, 選択性が広いようである.  とく
に琉球列島においては本種は普通種であるが,  この
ような選択性の広さからもこのことはうなずける.
末筆ながら, 情報の提供をいただき, 発表を委ねら
れた松本裕一氏に深謝する.

参考文献

小島幸.三・ 林 圧夫, 1969. 原色口本民虫生態図鑑 (I), カ
ミキリ編. XXIV +302 pp. 保育社. 大販.

小島圭=・ 中村使書, 1986.  日本産ヵミキリムシ食樹総目
録. 336 pp. 比婆科学教育振興会. 11原.

古川 置, 1981.  ヨコヤマトラカミキリの生態について.
J「]刊むし(123): 13-16. (東京都目黒区)
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福島県のコプスジコガネ科
中 村 司・田 添 京  二

コプスジコガネ科は所属する種数もわずかな小さ 採集). キッネの葉の下から. 久保田意二「阿武隈山
い科ではあるが, 分類学上の微妙な地位, 謎の多い 地の甲虫類の記録 (II)」 『ふくしまの虫』No・9 (1991
生態そして稀種を含むことで魅力に富む. 以下の目 年3 月) 参照.
録は, 両名が採集ないし確認しえた福島県産種の記 4 ヒメ コ ブスジコガネ Trox oPacotube「,CutatuS
録である. 各種の配列は, 平1鳴義宏監修『日本産昆 M oTscHuLsKY
虫総目録』 に依った. 3exs., 石川郡玉川村小高, 18-VI-1945 (構井正
l マグソクワガタ Nicagus j、apomcus NAGEL 春採集). モグラの死体から. 2exs., 同上, 21-VI-

1 ♀, 福島市飯坂町中茂庭, 7-v-1972 (田添採集) l945 (溝井正春採集).  ヤマカガシの死体から. 溝

地表スレスレに飛期中. 県内初記録は会津での黒澤 井正春「福島県甲虫相資料一採集覚え書(IV)」 『福島
良彦先生のもの. 中茂庭の記録は二例目となる. 田 生物』No26 (1983 年4 月) 参照.
添京二 r福島県産甲虫覚書その八」『福島生物』No. 約20exs.,   福島市飯坂町中茂庭,  26-VII-1992
l6 (1g73 年4 月) 参照. (中村採集). カモシカ幼獸の死体から6 のアイヌコ
(f ♀多数, 福島市飯坂町中茂庭, 3-VI-1987 (中 ブスジコガネとともに得られた. 肉 ' 骨でなく毛皮
村採集). 部に着いていたことが注目される.

多数, 福島市飯坂町中茂庭, 30-V-1989 (中 lex., 福島市飯坂町中茂庭, 24-VI-1993 (田添採
村採集). 川原の石の上に静止していたり, 畠地の上 集). 92 年の幼獣は白骨化していたが, 少し離れた
を低く飛んだりしていた.  この頃から関東以西の採 i山道に若い成獣のカモシカが死んでいるのを見つ
集者も,訪れるようになった. け, その毛皮部から採集した.

1(1フ'1 ♀, 山都町川入,  l l -VI-1989 (久保田意二 5 チビコブスジコガネ Trox scaber (LINNE)
採集). 早朝川入集落の側満に落ちていたが, ♀は死 lex., いわき市照島, 9-Vm-1966 (田添採集).
体. 久保田意二「マグソクヮガタの山都町における 夜間燈火に飛来した. 田添京二「福島県産甲虫覚書
記録」『ふくしまの虫』No8. (1989 年12 月) 参照. その五」『福島生物』No lO(1967 年4 月) 参照.

7 ,  福島市飯坂町中茂庭,  30-V-1992  (中 lex., 権l葉町井出川林道, 28-IV-1990 (久保田意
村・ 田添採集) 二採集). カェデの花をすくった際に得られた. 珍し

l f , 福島市飯坂町中茂庭, 24-vI-1993 (田添採 い生態例であろう. 久保田意二 「阿武隈山地の甲虫
集).  この産地は摺上ダム建設のために環境が荒れ, 類の記録(II)」『ふくしまの虫』No 9 ( l991 年3 月)
川岸には建設事務所の二階建プレハブが出現し,  も 参照.
ぅひとっの産地だった畠地は建設用バイパス工事の lex., いわき市平・ 三倉, 16-IV-1977 (松崎有光
ため変貌していた. 採集).
2 へリトゲコブスジコガネ Tro:x; mand l i BALT- 6 アイヌコブスジコカネ Trox a ino NAKANE et

H A s AR TSUKAMOT 0

lex., 耶麻郡高郷村, 24-VI-1965 (田添採集). 農 l6exs., 福島市飯坂町中茂庭, 26-VII-1992 (中
道を低空飛行していた. 田添京二「福島県産甲虫覚 村採集) 4 のヒメコブスジコガネと同時 ' 同所で採
書その五」『福島生物』No lO(l967 年4 月) 参照. 集された. 県内では初の記録である.
3 マルコブスジコガネ Trox setifer WATERHousE (中村: 山形県米沢市, 田添: 静岡県田方郡)

3exs., 浪江町南津島, 23-IV-1988 (久保田意二

0スナサビキコ リの砂地適応の形態
スナサビキコリ (Menst加smponensis) は, 本州,
四国, 九州の乾燥した河川数や海浜の砂地帯に生息
する種で, 体毛や体表面の不規則な凹凸構造などは
周辺の砂地の色彩によく同化しており, 動かないと
どこにいるのか識別ができないほどである.
者は本種の形態を調査しているうちに, 肢の第

5 仡節にも砂地によく適合した形態が ることに
付いた. 本種の冝At節には図示したような太くてやや
平状をした剛毛を多数生ずるが, 第5 開節の末端
部の内側には1 対の長く角状に伸長した剛毛が存
在する(図の↑印). このような剛毛は通常は歩行に
はかえって不使と思われるが, 乾燥した砂地で体を

- 6

埋没させることなく動きまわることが出来るのは,
この剛毛のためと思われる.  (図は後肢の第5 開節
末端部) (岡崎市舞木町, 大平仁夫)
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0イボイポァナアキゾウムシに関する知見
イポイボァナァキゾウムシ ParamecoPs granula-

tus MoRIMoToは, 前胸背板と上翅には光沢のある
細かい小粒があり, 体は一様に黄褐色の毛に覆われ
ている種で, 現在までに局所的に採集されるのみで
非常に珍しいものであった.

'

華者はホオノキ Magnolia ohoυata THuNB. の実
より羽化した本種を検する機会を得たので記録して
おく .

2 頭, 岩手県':;'、:石市 (標高700-800m), l992 年
9 月下旬羽化, 高橋一規採集.
また筆者は広島県にてホオノキの実をすくったと
ころ本種を2 頭採集したので併せて記録しておく.

2 頭,  広島県芸北町臥竜山,  l6-V-1992, 筆者採
集.
ァナァキソ ウムシ亜科の幼虫は, 一般的に根部を
加害するが本種のように実を加害するものは珍しく
日本からはシイの実を加害するァカコブコブソ'ウム
シKobuzo recti rostns(RoELoFs) が知られているの
みであった.
末 ながら資重な標本を提供して下さった森林総
合研究所の棋原 寛室長及びホオノキの実を採集さ
れた高橋一規氏に厚く御礼申し上げる.

参考文献

MoRIMoTo, K.. l 982, E:sakia, (19): 89-91.
( )L州大学農学部昆虫学教室, 小島弘昭)

0リンゴカミキリの灯火での採集例
本誌100号の藤田宏氏によると, リンゴカミキリ
類が灯火に来た例を知らないとの事であったが, 筆
はリ ンゴカ ミキリ chorea japomca (THUNBERG)
を灯火で採集しているので報告しておきたい.
1 頭, 神奈川県藤沢市江ノ島, 25-VII-1987.
午前4 時45 分頃,  奥津宮近くにあるトイレの蛍
光灯に来ていたものを採集した.  この灯火にはリン
ゴカミキリ以外にウスバカミキリ1 3,  キポシカミ
キリ 1 も飛来していた.
なお, 同種は市内に広く分布しているが個体数は
少ない種である. (神奈川県藤沢市, 上田康之)
0オガサワラハンミョウの7 月の採集例
オガサワラハンミ ョウCicindela bomna NAKANE

No lO3 (Sept. 1993)

et KUROSAWA は, レッ ドデータブックで絶滅危't具
種に指定されている種で, 成虫の発生期は久保田,
l991 によると, 8~ 9 月あるいは8~10月と推定し
ている.
筆者は,  7 月に兄島に渡島した際にオガサワラハ
ンミョウの調査を試み, 本種を採集しているので報
告しておきたい.
1 1 ♀, 兄島空港予定地, 27-VII-1992.
採集地点は久保田が述べている台地上の場所と考
えられ, 幼虫の果穴は局所的ながらかなり多く, 場
所によってはーケ所に10果以上もあり,  個体数は
少なくないものと思われた.
成虫を採集したのは空港予定地道ぞいの最奥部の
場所で, 成虫はかなりすばやく飛び, ' i'い岩の上に
止まるため保護色となり, 多数いるハエと重なりき
わめて採集しづらかった.  この時, 他にも目撃して
いるのが30分に1 匹見るかどうか,  という感じで
発生初期のように感じられた.
また,  この付近のみで成虫が羽化した後, 果穴が
だ円形に変形したものを少数確認した.
末筆ながら調査に同行していただき, 使直を計っ
ていただいた川下置一氏に感謝したい.

参考文献

久保田繁男,  1991, オガサワラハンミョウらについての考
察, 小笠原研究年報15, 東京都立大学小等.原研究委ll
会. (神奈川県藤沢市, 上田康之)

0台湾高山部からのコフキコガネ亜科数種の記録
最近, 著者は, 名古屋女子大学の佐藤正考先生よ
り, 台湾の比較的高山地帯で採集されたコフキコガ
ネ亜科のコガネムシの標本をt手見させていただく機
会をもっことができた.  これらのなかには今まであ
まり記録の見られないものもあるようなので,  ここ
に報告する. 資重な標本を意与された佐藤先生にこ
の誌面を借りて厚く御礼申し l:げたい.
1. Ta iωanotn'c加a io n c o t s H. KOBAYASHI,

1990 (写真1)
2 , Mt. An-ma-shan, al t 2230 m., Mts. Tab-

such-shan, Taichung, 16-VI-1989, M. SAT0 leg.
本種は,  南投縣務社近郊の“Bandai”を模式産地

写真1

、 l

写真2
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写真3 写真4
として lc,・?'の標本に基づいて記載された.  現在まで
のところ, 模式産地以外の産地は知られていないよ
うである.
2.  Stenosophr,ops1ongicorms NoMuRA, 1977 ヒゲ
ナガホソクロコガネ (写真2)
3d'' 2♀♀, Kuanshan-Yakou, alt. 2600 m.,

Taitung, 11-12-VI-1989, M. SAT01eg.
本種は, 阿里山を機式産地として記載された. 台
湾東部からの記録はまだ知られていないようであ
る.
3. oiotnc加a sp. アカクロコガネ (写真3)
l , M t. An-ma-shan, al t 2230 m., Mts. Tah-
sueh-shan, Taichung, 16-VI -1989, M. SAT0 leg.
本種は, 野村(1977) によってHo1otnchia (s. str )

rufescens MOSER, 1912 の名のもとに台湾から新記
録種として報告された.  ところで, 台湾産の標本を
実際にその正模式標本と比較したところ, 両者に明
らかな差異があり, 別種と認めることができたが,
台湾のアカクロコガネの近似種としては H. rufies-
cens MOSER (機式産地: 中国の“Chang-Jang”) 以外
にH. simi11ima MOSER (福建) やH. rufma MOSER
(広東) などがあり, この台湾のァカクロコガネの学
名を確定する際にそれらの標本との精密な比較検討
が不可欠になってく ると思われる. それゆえ, 台湾
のァカクロコガネは,  当面,  不明種として取り扱う
ことにしたい.
4.  Brahmina mont ico la H. KOBAYASHI, 1993 ヤマ

アカチャコガネ (写真4)
l . Mt. An-ma-shan alt 2230 m., Mts. Tah-
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sueh-shan, Taichung, 14-VI-1989, M. SAT0 leg.
このクロコガネは, 最近, 小林( l993) によって上
記の山をタイプロカリティとして, 2 5♀♀の標
本に基づいて, 新種として記載された.  これまで台
湾から知られてきたなかでは, Brahmina cari-
mclypea NoMuRA, 1977 (スジアカチャコガネ) に
もっとも近縁と思われる.
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CLARK  は少ない種で,   採集例はあまりないようで
ある.  筆者は下記のように採集しているので報告し
ておく .

1 頭, 16-IX- l982, 兵庫県龍野市奥池, 筆者採集.
末筆ながら,  同定および,  いろいろと御教示いた
だいた佐藤正孝先生に厚く御礼申し上げる.
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